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行

集

話

刷

発

編

電

印

もコ広報
出
産
祝
。
お
祭
り
の
寄
付
。
館
別
。

う
ち
わ
-u

カ
レ
ン
ダ
ー
、
他
の
選
挙

に
選
挙
献
金
や
政
治
献
金
を
お
く
る
。
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記
念
品
を
つ
け
る
。
協
賛
金
。
賛
助

金
。
催
し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
協
賛

金
等
の
支
出
。

こ
の
外
に
多
数
の
例

の
相
手
方
は
候
補
者
で
あ
る
と
、
政

党
そ
の
他
の
政
治
団
体
で
あ
る
と
を

問
わ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

暮
し
の
中
に
防
火
の
習
慣

句旬月26日

句2月2 日

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
十
一

月
二
十
六
日
幽
か
ら
+
二
月
二
日
附
ま

で
一
週
間
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
暖
房
器
具
を
は
じ
め

ス
ノ
ー
ケ
ル
(
屈
折
は
し
ご
)
車
に
よ
る
大
型
工
場
の
消
化
訓

練
(
写
真
右
)

班
長
の
号
令
に
よ
り
整
然
と
避
難
す
る
公
社
員
。
避
難
後
、
ケ

ガ
を
し
た
人
や
不
明
人
が
い
な
い
か
点
呼
を
受
け
る
(
写
真
下
・

専
売
公
社
上
田
工
場
で
)

大
量
の
火
気
を
使
う
、
冬
の
到
来
と
と

も
に
多
発
す
る
火
災
を
、
市
民
一
人
一

人
が
防
火
の
心
が
け
を
あ
ら
た
に
し
て

人
命
や
財
産
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
と
行

白
川
E
ト

上田

5軍

う
も
の
で
す
。

今
年
は
、
す
で
に
市
内
で
四
十
四
件

の
火
災
が
発
生
二
月
i
十
月
て
-
億

五
千
百
三
十
一
万
七
千
円
の
財
産
が
灰

に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
同
期
と
比
較

す
る
と
件
数
で
四
件
、
金
額
で
一
億
三

千
二
百
四
万
九
千
円
も
増
え
て
い
ま
す

火
災
の
原
因
は
、
天
よ
ら
な
べ
の
か

け
わ
す
れ
が
七
件
で
も

っ
と
も
多
く
、

以
下
、
マ
ッ
チ
の
取
り
扱
い
不
注
意
五

件
、
た
き
び
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
り

扱
い
不
注
意
の
各
四
件
、
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
原
因
は
、
一
人
一
人
が
良

く
注
意
し
て
、
火
の
元
を
点
検
、
器
具

を
正
し
く
使
用
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
未

然
に
防
く
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
。

火
の
使
用
が
終
っ
た
ら
、
立
ち
去
る

前
、
就
寝
前
に
「
も
う
一
度
、
火
の
元

を
確
め
る
」
こ
と
を
身
に
つ
け
、
み
ん

な
で
火
災
か
ら
、
命
や
財
産
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
各
家
庭
に
一
本
は
消
火
器
を

備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
購
入
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
消
防
本
部
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
(
宮
@
二
五

O
一
有
線
②

O
八
一
一
)
。

…

市

長

相

談

日

一

一
「
市
民
と
市
長
め
日
」
を
十
二
月

一
一

一
日
制
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
一

…
市
役
所
三
階
市
長
室
で
行
い
ま
す
。
一

一
お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
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昭和51年11月16日一一-(2)ー

早
い
通
報
少
な
い
損
害

市
は
近
代
設
備
の
防
火
体
制

わ
た
し
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
災
害

か
ら
守

勺
て
く
れ
る
消
防
体
制
は
、
ポ

ン
プ
車
五
台
、
水
そ
う
市
平
二
台
、
化
学

市

一
台
、
刷
折
は
し
こ
事
一
台
、
救
急

市
二
台
な
ど
、
近
代
設
備
の
粋
を
集
め

た
常
備
消
防
体
制
の
消
防
本
部
と
東
北

川
辺
、
塩
問
、
川
西
の
四
分
署
、
大
屋

分
遣
所
の
ほ
か
、
市
内
各
地
域
に
十
八

の
消
防
団
が
組
織
さ
れ
、
災
害
に
備
え

て
い
ま
す
。

防
災
訓
練
も
お
こ
た
り
な
く
行
わ
れ

向
府
ピ
ル
火
災
な
ど
の
想
定
演
習
、
油

火
災
な
ど
の
危
険
物
防
災
訓
練
、
人
命

救
助
な
ど
の
救
急
訓
練
な
ど
、
万
一
に

備
え
積
極
的
に
防
災
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。火
災
が
発
生
し
た
ら
、
す
ぐ
消
防
署

へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
被
害
を
最
小
限

に
く
い
と
め
る
に
は
、
初
期
消
火
が
い

ち
ば
ん
重
要
で
す
。
「
な
ん
と
か
自
分

た
ち
だ
け
で
」
こ
ん
な
考
え
が
、
手
遅

れ
に
な
り
被
害
を
大
き
く
し
、
と
り
か

え
し
の
つ
か
な
い
大
惨
事
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

先
頃
の
秋
田
県
酒
田
市
の
大
火
も
、

初
期
消
火
が
遅
れ
、
お
り
か
ら
の
強
風

に
あ
お
ら
れ
延
焼
、
一
千
世
帯
も
の
人

々
が
家
財
を
失
い
ま
し
た
。
こ
の
大
火

事
も
、
火
災
発
見
と
同
時
に
消
防
署
が

t: えつ_~731号 (軍施鋭綴耳)一一広報

通
報
を
受
け
て
い
た
ら
被
害
は
も
っ
と

小
さ
く
て
す
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん。
皆
さ
ん
、
火
災
発
見
と
同
時
に
二

一
九
番
」
へ
通
報
、
そ
れ
か
ら
自
介
た

ち
で
無
理
の
な
い
消
火
活
動
を
行
い
、

消
防
車
の
到
着
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
は

自
動
消
火
装
置
付
を

旧
式
は
臼
年
問
月
で
廃
止

灯
油
な
ど
液
体
燃
料
を
使
う
移
動
式

せ

lアメリ

ステスとして
人カマ、 11月11
装をして、石
司、カリフォル

しました。

ス
ト
ー
ブ
は
、
五
十
二
年
十
一
月
一
日

ま
で
に
、
自
動
消
火
装
置
、
ま
た
は
、

自
動
燃
料
供
給
停
止
装
置
が
な
け
れ
ば

使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
移
動
式

ス
ト
ー
ブ
を
使
う
場
合
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
故
障
し
た
り
、
こ
わ
れ
て
い
る
場
合

は
完
全
に
な
お
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ

、今ノ。マ
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
は
、
常
に
整
理

し
、
燃
、
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
1
工
ま
し
ょ
、
っ
。

マ
火
を
つ
け
た
ま
ま
移
動
し
た
り
、
燃

料
を
補
給
し
な
い
よ
、
?
に
し
ま
し
ょ
、l

で
き
な
い
人
間
と
し
て
の
権
利
や
自
由

で
す
。人
続
一
一
が
尊
重
さ
れ
な
い
と
、
個
人
は

も
と
よ
り
、
社
会
の
繁
栄
は
望
め
ま
せ

灯油などの

貯蔵は

適法ですか

規則を

守りましょう

消
防
で
い
う
危
険
物
と
は
、
発
火
性

や
引
火
性
の
物
品
を
い
い
、
そ
の
品
名

と
数
量
は
消
防
法
で
決
め
ら
れ
て
い
ま

す。
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
、
生

石
灰
、
塗
料
類
、
車
両
燃
料
、
暖
房
燃

料
、
動
植
物
油
類
な
ど
が
身
近
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

危
険
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
危
険
性
に

よ
り
指
定
数
量
が
下
表
の
よ
う
に
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
危
険
物
は
こ
の
指
定

数
量
が
す
べ
て
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
田
堅
こ
さ
ん
(
大
屋
)

久
保
田
良
明
さ
ん
(
小
井
田
)

飯
島
英
子
き
ん
(
築
地
)

若
山
箕
嘉
九
さ
ん
(
奈
良
尾
)

指
定
数
量
以
上
の
危
険
物
の
貯
蔵
取

り
扱
い
は
、
市
町
村
長
な
ど
の
許
可
す

汁
る
施
設
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん。

お

指

定

数

量
の
す
以
上
で
指
定
数
量
未

刊
満
の
危
険
物
は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ

明
り
届
出
が
必
要
で
す
。
(
左
表
を
ご
ら

良
ん
く
だ
さ
い

)
た
だ
し
、
個
人
住
宅
で

ブ
使
う
場
合
は
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

叫
ん
が
、
技
術
的
な
基
準
は
、
火
災
予
防

取
条
例
の
規
制
を
受
け
ま
す
よ
左
図
参
照
)

伽
マ

ニ
品
目
以
上
の
危
険
物
の
貯
蔵
取
り

献
扱
い
。

ι
同
一
の
場
所
で
二
つ
以
上
の
危
険
物

を
貯
蔵
、
取
り
扱
う
場
合
は
、
一
つ
の

危
険
物
の
量
が
少
な
く
て
も
、
す
べ
て

が
合
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
必
要
最
少
限
の
範
囲
で

貯
蔵
、
取
り
扱
う
こ
と
が
事
故
防
止
の

最
良
の
方
法
で
す
。
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か
遅
れ
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お
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か
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人
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;日200年前の建国当時の服装を して石
:井市長(写真左)を表敬訪問、tJリフォル
;ニアオレンジをプレゼント しました。

人
権
を
尊
重
し
ょ
、っ
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特別職

報酬等

第
お
回
人
権
週
間

今
年
も
、
十
二
月
四
日
出
か
ら
十
日

掛
ま
で
人
権
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
の
三
役
と
市
議
会
議
員
の
報
酬

等
の
額
の
改
定
に
つ
い
て
審
議
す
る

「
上
田
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」

が
、
十
一
月
二
日
設
置
さ
れ
、
市
長

審議会を設置

人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
聞
が
幸
福

な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と
の

の
諮
問
を
受
け
て
現
在
審
議
を
続
け

て
い
ま
す
。

委
員
は
、
市
民
の
中
か
ら
十
人
が

委
嘱
さ
れ
、
会
長
に
塚
田
今
朝
則
さ

ん
(
自
治
会
連
合
会
長
)
が
、
会
長

代
理
に
小
山
喜
太
郎
さ
ん
(
商
工
会

議
所
会
頭
)
が
、
え
ら
ば
れ
ま
し
た
。

報
酬
等
の
額
に
つ
い
て
は
、
実
情

に
そ
う
よ
う
、
毎
年
改
定
に
つ
い
て

審
議
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

前
回
の
審
議
会
答
申
が
あ
り
ま
し
た

が
、
諸
般
の
実
情
に
よ
り
一
年
す
、
ぇ

お
か
れ
て
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

し
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
中
手
し
ょ
、7
。

マ
火
を
つ
け
た
ま
ま
移
動
し
た
り
、
燃

料
を
補
給
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

で
き
な
い
人
間
と
し
て
の
権
利
や
自
由

で
す
。
人
統
一
一
が
尊
重
さ
れ
な
い
と
、
個
人
は

も
と
よ
り
、
社
会
の
繁
栄
は
望
め
ま
せ

ん
。
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

お
互
い
に
人
権
の
尊
き
を
自
覚
し
、
他

人
の
権
利
を
犯
さ
な
い
よ
う
心
が
け
ま

'しょ、
7
。

当
市
で
は
、
次
の
方
が
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

砥
石
種
次
さ
ん
(
緑
が
丘
一
丁
目
)

上
原
好
人
き
ん
(
常
田
三
丁
目
)

清
水
幹
崇
き
ん
(
岩

門
)

掛
川
嘉
憲
き
ん
(
天
神
四
丁
目
)

桜
井
茂
さ
ん
(
三
好
町
)

--サ
1
・
・e
¥

ヒ
ワ
ク
エルジ

…
…
一
投
与
を
再
開

一
時
延
期
し
て
い
た
「
小
児
マ
ヒ
生

ワ
ク
チ
ン
投
与
を
下
表
に
よ
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
対
象
者
は
、
最
寄
り
の
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
対
象

年
齢
が
過
ぎ
て
い
る
幼
児
で
、
初
回
、

追
加
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
け
て

く
だ
さ
い
。

〈対
象
兜
〉

初
回

l
五
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児
。

追
加

1
五
十
年
七
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
幼
児
。

〈時
間

・
料
金
〉

い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
一
時
三
十
分

危
険
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
危
険
性
に

よ
り
指
定
数
量
が
下
表
の
よ
う
に
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
危
険
物
は
こ
の
指
定

数
量
が
す
べ
て
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
田
堅
こ
さ
ん
(
大
屋
)

久
保
田
良
明
さ
ん
(
小
井
田
)

飯
島
英
子
さ
ん
(
築
地
)

若
山
箕
嘉
九
き
ん
(
奈
良
尾
)

黒
坂
勝
さ
ん
(
東
前
山
)

小
泉
義
雄
き
ん
(
小
島
)

横
山
勇
司
さ
ん
(
仁
古
田
)

人
権
週
間
中
は
、
次
に
よ
り
特
設
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

十
一
月
二
十
九
日
間
、
塩
田
公
民
館

午
前
十
時

i
午
後
三
時
。

十
二
月
二
日
側
、
川
西
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
北
天
神
町
公
会
堂
、
い
ず
れ

も
午
前
十
時

l
午
後
三
時
。

小児マヒワクチン投与日程表 い 〈か
。母 そ ら
子 の 二
健 他 時
康〉三
手十
帳分
をま
持で
参。

し無
て料

Tご
さ

妾UJ也月口 芙地場 P汀

11月24日嗣 北上海回塩常母子尻国健康公公セン会会タ堂堂ー

11月26日幽 下上川 野青辺が木丘町公公会会民館堂館

11月30日や火)新三川西田社好会区福町祉民セ会ン会タ館館ー

12月3日幽 塩市市田健母豊康子健セ殿康セン支ンタター所ー

十
二
月
の
三
歳
児
検
診
を
下
表
に
よ

不燃物の閥
(コン7')ートり

行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。
母
子

健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三議児検診日程表

上田市健康タ 康塩田母子タ健会場 センー
センー

対象地区 塩回全区

ミ(48年11月生 48年11月生12 
12 月 9 空日 10日

十
二
月
の
乳
児
検
診
を
左
表
に
よ
り

行
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。
母
子
健

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

乳児検診日程表

会場 上田市健康センター 塩2階田支会議所室 祉川西社会福ーセンタ

bf st児 4か月児 9か月児 4か月児 4か月児
9 9 

対
塩尻 東部 li尻 東部
川辺 南部 川辺 南部

象 泉田 中央 泉田 中央
塩回全区 川西全区

地 神川 北部 神川 北部

区 神科西部 神科 西部
豊殿城下 霊殿 減下

定l.r施制日581年月生 581年月生 531年月生 531年月生 昨;月生 昨;月生

12月 2旦よ 8里 22日 l日 21日 14日
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か
月
問
。

市
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上
回
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話
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管
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の
電
総
務
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税
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税
係
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宮
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必
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加
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公
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線
二
四
固
有
線
②

O
六
九

二

自
筆
の
履
歴
書
。

Jγ
き

と

こ

ろ

〉

…

浦

臨

時

職

業

…

μ
日
h
j職
員
係
(
宮
@
四
一

十

一
月
二
十
六
日
幽
午
前
九
時
三
十

川
…
…
…
…
…

を

募

集

0
0内
線
二
二
二
有
線
②
O
六
五
二

分
か
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市
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事
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入
札
、
台
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は
お
問
合
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く
だ
さ
い
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同
舟
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務
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へ
申
込
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で
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一
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手軽に退職金を用意

月々わずかな掛金で

1日

=中小企業退職金制度に

加入しよう=

い
る
世
帯
。

②
母
子
福
祉
年
金
、
ま
た
は
準
母
子
年

金
を
受
け
て
い
る
世
待
。

③
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯

〈
割
引
率
〉

三
割

〈
手
続
き
〉

国
民
年
金
証
書
、
ま
た
は
児
童
扶
養

手
当
証
書
お
よ
び
本
人
の
写
真
(
最
近

六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
縦
四
仰
、

横
三
仰
の
正
面
上
半
身
の
も
の
)
と
印

鑑
を
持
参
し
て
、
市
役
所
一
階
福
祉
事

務
所
福
祉
課
、
窓
口
ロ
番
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

福
祉
事
務
所
福
祉
課
児
童
相
談
係
(
宮

@
四
一

O
O内
線
三
七
二
有
線
②
O
七

九
一

)
駅
前
交
差
点
と
鷹
匠
町
交
差
点
(
下

図
)
に
、
盲
人
用
信
号
機
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
交
差
点
で
自

の
不
自
由
な
人
が
道
路
を
横
断
し
よ
う

と
し
て
い
る
時
は
、
や
さ
し
く
手
を
貸

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
し

た
親
切
が
温
い
親
し
み
の
あ
る
街
を
作

り
ま
す
。

訂

正

お

わ

び

十
一
月
一
日
発
行
の
広
報
う
、
え
だ
「
働

〈
婦
人
の
家
で
初
の
料
理
教
室
」
の
中

結
核
絃
ン
ト
、
ゲ
令市
川

一芸

一検
診
一
の
結
果
通
知

八
月
十
七
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま
で

実
施
し
た
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

結
果
が
判
明
し
ま
し
た
の
で
、
精
密
検

査
を
必
要
と
す
る
人
に
は
、
個
人
通
知

を
送
付
し
ま
し
た
。

異
常
が
な
い
人
に
は
、
通
知
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

め
「
山
崎
栄
養
士
」
は
「
岩
崎
栄
養
士
」

の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
キ
す
。

現在)

中の数字

( +152) 

(+ 97) 
(+ 55) 
(十 46)

(ー 2)
(十 8)(:67; 
J比
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